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(平成 年 月 日鞠 催分)

止

第7号 様式(第9条 関係)

(そ の1)

1

(ふ り

1.政 治 団 体

「
275.21
L

一

が な)

の 名 称

2.主 た る 事 務 所 の 所 在 地

3.代 表 者 の 氏 名

4.会 計 責 任 者 の 氏 名

昌し 、'醗理塑 収 支 報 口 書

る武正公 一後援会./

政治団体の区分

謄 政 党O政 治資金規正法第18条

[コ 政 党 の 支 部 の2第1項 の規定による

〔〕 政 治 資 金 団 体 政治団体

、 劒 その他の政治団体

口 その他の政治団体の支部

さいたま市浦和 区高砂4-11-17、 活動の区分

ヤダ

ー

、

井 上 泰 一'〆

[コ2以 上の都道府県の区域等

鯵 同一の都道府県の区域内 {

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

＼(電 話)

石 坂 健 一 ・/

/事 務担当者の氏名 ＼

石 坂 健 一.

/

口 有

騒 無 、

/

公職の種類

[〕 政 治資金規正法第19条

の7第1項 第1号 に係 る国

会議員関係政治団体

{ヨ 政治資金規正法第19条
"

ピの7第1項第2号に係る国

会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名

武 正 公 一..

顧
048-887-1221 資金管理団体の届出をした者の氏名 公職の種類

衆議院議員 〃

収 受 チェック
ダ

占

苛 唱
Q 騙 1》

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する

特例の適用期間
一連 番 号

雛難灘畿灘灘馨薩麟購

懸 羅
弓

異動

灘戯翻麟謡 麟盛蜘 灘 翻・鎖
璽灘灘 灘 羅 一 灘騒 灘灘騨懸 整 璽

平成 年 月 日から

平成 年 月 目まで

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
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1,収 支 の 総 括 表

ドA

支

1416

5

の

77

状

へ

況

88

h 曾
!

収 入 総 額 羅購騨i欝
十億 百万 千 円

834,911. /

/

〆

〆

(前 年 か らの 繰 越 額) 題灘醗 403,854、

(本 年 の 収 入 額) 翻圏語睡 431,057・

支 出 総 額 闘朧灘盤 680,818・

翌 年 へ の 繰 越 額 懸灘購翻1 154.093ワ

2.収 入項 目別金額の 内訳

!〆

(1)個 人の負担す る党費又 は会費

雫

噸

金 額 難灘 継
十億 百万 千 円

195,000

員 数
螺 蓑灘 難 綴 蒙
宅 譲

ll亜

人

39

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。 )の 区 分IRECN・ ・ 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 耀醗灘 十億 百万 千 円

(うち特定寄附) 灘継糊
(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 繍 欝欝灘

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 灘 謹纏 134.000・ !

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 覇鵬器躍 134,000。 /

(寄附 の うち寄附の あっせん によるもの) 欝 難麗
イ 政 党 匿 名 寄 附翻撚翻
合 計(ア+イ) 響圏臨幽 134.000・

噸
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105・0

(そ の6)

(6)そ の他の収入

1416

灘購
雛灘
灘 欝

灘
ヒ 自 ξ

灘灘灘 鑛馨

難嬬 灘
繊灘難 難艶

磯蜘
1纒澱
灘難 難
纏懸蕪 霧

劇 騨
翻顯

醗
灘麟
灘灘
羅 懸
懸 鐡■
繍麟

摘 要
1776 金 額7788 備 考

騨

十億 百万 千 円

こ の 頁 の 小 計 0

炉

r

1件10万 円 未 満 の も の 102,057

合 計 102,057

/
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圃
(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 政 治 団 体
//

1416
団 体 の 名 称

7617 金 額7788 年月 日 8g主 た る 事 務 所 の 所 在 地108 代表者の氏名 備 考

盤 懸

蝦 鰻
輔鯉
灘盤
蠣 灘
鞭 灘

轍騨
騨

醗 欝 東髄 税理士政治連盟
十億 百万 千 円

86,000. 26.3.6r
さい た ま 市 大 宮 区桜 木 町4-333-13 木 村 義.

OLSビ ル14階

艦 難埼玉県鯉 士政髄 盟 48,000ゼ 26,3,2§
さい たま市大宮区大成町1-289-2

て 渡 邉 輝 男

埼玉県税理士会館

㌣∵!

癖

灘鰻
灘
灘,

翻灘

こ の 頁 の 小 計 134,000 .ζ 〆

/〆

そ の 他 の 寄 附 0

合 計 134,000
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(そ の13)

3,支 出項 目別 金 額 の 内訳

「

(D支 出の総括表

項 目 金771416 額 88 備 考

1経 常 経 費 醗 闘
費 覇 羅 灘件(1)人

十億 百万 千 円

(2)光 熱 水 費 脳 醗

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 懸 懸 罎

(4)事 務 所 費 購 纐 礪

小 計 麟糊蔽 0

2
(1㌦ 治織 ㌦ 慧 覇 難 256,480

/'

(2)選 挙 関 係 費 麗 灘 嘲

(3)鞘 欝 睾 薯 鱗灘 124,338.
〆

一一 一 一 一 一　 一

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費1麟 購…7遭
伝 事 業 費 繍 醗

一_一_-7-一 一一一 一一一
ウ 政治鮭 パーテ仁 開催事類 撒 醗1

一 　 -1一 一 一 一一一
工 そ の 他 の 事 業 費 醗 鞭 124.338・ /

(4)調 査 研 究 費 璽 聾 謹

(5)寄 附 ・ 交 付 金1鞭 翻 300,000 ノ

/

(6)そ の 他 の 経 費 聾 灘 麟
`

小 計 纏魑腿 680,818、 /

合 計 躍曜瑠 680,818 〆
/
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(そ の15)

(3)政 治活動費 の内訳 項 目別区分(組 織活動費)
〆

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 け た者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

平成26年 度総会
十億 百万 千 円

98,000ピ 26.4.18. 割烹 千代田
〆

さいた ま市浦和 区岸 町7-4-6
け

国政報告会 ・意見交換会 ・暑気払い
98,000。 、/26.8. 伺 上/. 同 上.

国会見学会 ・意見交換会
L

60,480〆 26.10.10》

《

東昌企業(株)ノ 東京都 港区赤坂3-10-1 ' 戸

⊂ ぐ !

こ の 頁 の 小 計 256,480 /

//

そ の 他 の 支 出 0

合 計 256,480
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(そ の15)

(3)政 治 活動 費の内訳 項 目別区分(/そ の他の経費)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 け た者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

監査費用
十億 百万 千 円

10,500 26.1.9 税理士法人 小滝会計 さいたま市浦和区高砂1-2-1

ど ぜ
恥/

エ イ ペ ック タ ワー ユ07

こ の 頁 の 小 計 10,500 /

∠

そ の 他 の 支 出 113,838

合 計 124,338
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監

(3) 政治活動費の内訳 項目別区分 (寄 附 ・交付金 )

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 け た者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

衆議院議員選挙寄附金
十億 百万 千

300,000

円

/
/26, 11.29 都市政策研究会

♂
東京都千代 田区永田町2-1-2

く /

衆議院第21議員 会館312号 室

こ の 頁 の 小 計 300,000

/

そ の 他 の 支 出 O

合 計 300,000
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(そ の17)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 鑓

イ 建 物 o 凹

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 凹

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 臼

オ 難(趣 預躍 欝 座ず 鶴 隆く.・; 口 凹

力 金 銭 信 託 口 磁

キ 有 価 証 券 口 凹

ク 出 資 に よ る 権 利 口 凹

ケ 貸付 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る貸 付 金 口 凹

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 o 凹

サ 取得 の価額 が100万 円を超 える施設の利 用に関す る権利 濤 凹

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 の 鑓

'
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(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り)

1, 領収書等の写し

2. 監査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3. 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 あ りません。

平成27年 5月 ♪ ノ 日

政 治 団 体 の 名 称 税理士による武正公一後援会
`

♂

会計責任 者 の氏名 石 坂 健 一 / 癒〆

※解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名す ること。

代 表 者 の 氏 名 ㊥



政治資金監査報告書

平成2、フ年 ∫ 月 ノ5日

税理士 に よる武 正公 一後援 会 ♂
'

ノ 側

代表 井上 泰一 殿
/登 録政治資金監査人 ノい叡 し戦 ㊥

ピ

登 録 番 号 第1446号

研 修 修 了 年 月 日 平成20年11月28日

(〆

＼

1監 査の概要

(1)私 は、政治 資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づ き、

税理士による武正公一後援会の平成26年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報

告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計
、

帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振

込明細書に係る支出目的書(支 出の目的が記載された振込明細書の写しを含む。以下

同 じ。)に ついて、支出 に関す る政治資金監査を行った。

(2)こ の政 治資金 監査 は、法第19条 の13第2項 に定 める ところによ り政治 資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

ア ル 」 とい う。)に 基 づ き行 っ た。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

気

等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す

る こ とに あ る。

(4)こ の政 治資金 監査は、税理 士に よる武正公一後援会の主たる事務所において行った。

く ぐ/

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 につい て、会計帳簿、明細書、領収

書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出

目的書が保存されていた。/

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規 定す る事項 につ いて、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。
ピ



(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第12条 第1項 に規 定

する収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明

細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示され

て い た 。 ピ

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 につい て、領収書等を徴 し難かった

ノ
支出の明細書及び振込明細書に係る支出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されてい

た。 ♂

3業 務制限

税理士による武正公一後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規 定に違反

す る事実 はない。/

また、税理士による武正公一後援会と政治資金監査の業務を補助 した使用人その他の

〔 従業者 との間においても、同様である。

以 上

■

飼

受


